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○ 再評価対象箇所一覧表 

 

 

○平成２９年度 再評価実施箇所 

街路事業 

 ７）（都）新土岐津線 

 ８）（都）神田神戸線（河間工区） 
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平成２９年度　再評価対象箇所一覧表　　 ８月４日審議箇所

［ 都市建築部　都市整備課 ］

経過年数

（百万円） （百万円） （％） (H28.3現在)

用地補償費 用地補償費 用地補償費

(km) (km) 工事費等 工事費等 工事費等

2,400 1,008 42.0% 1.2

2,096 871 41.6% （　1.2　）

304 137 45.1%

814 34 4.2% 1.5

510 0 0.0% （　－　）

304 34 11.2%

0.15 0.00 0.0% 48 大垣市 H25 H32

土岐市

街路事業 (都)神田神戸線

採択
年度

完了
予定
年度

事　業　概　要

0.41

全体事業量

0.00

実施済事業
量

事   業
実施率

H25

環境との調
和への配慮

事項

H34 4

進捗率全体事業費 実施済み額

0.0% -

交通結節点の
整備として、早
期完成を強く要
望

社会経済情勢
等の変化及び
地元の意向

事業費縮減
費用対効
果分析

対応方針
（案）

特記事
項

現場発生土
の有効活用

継続

LED照明採
用
騒音・振動
対策の検討

番号 事業名 路線・河川名 市町村名

7 街路事業 (都)新土岐津線

政策との
位置付け

都市の骨格を
形成する街路
事業の推進

都市の骨格を
形成する街路
事業の推進

継続
既設橋に替
わる構造形
式の検討

関連事業の
進捗状況

LED照明採
用

-

東海環状自動
車道の整備に
よる広域ネット
ワークの形成

費用対効果分析：（　）は前回評価時の投資効果率
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平成２９年度 再評価対象地区に係る事業制度・費用対効果の分析について 
 

課名 都市整備課 

 

○ 

事 

業 

制 

度 

に 

つ 

い 

て 

事 業 名 街路事業 

事業目的 
都市における円滑な交通の確保、豊かな公共空間を備えた良好な市街地の形成

を図り、安全で快適な都市生活と機能的な都市活動に寄与すること 

採択基準 

・地域住民の日常生活の安全性若しくは利便性の向上を図るために必要であ

り、又は快適な生活環境の確保若しくは地域の活力の創造に資すると認めら

れるものであること。 

・公共施設その他の公益的施設の整備、管理若しくは運営に関連して、又は地

域の自然的若しくは社会的な特性に即して行われるものであること。 

概      要 

(メニュー) 

 都市計画決定された道路（都市計画道路）を整備する事業で「都市計画法」

に基づき、主に既成市街地（用途区域）内において実施する次のもの。 

・都市計画道路の拡幅や線形改良またはバイパス等の建設 

・鉄道の連続及び単独の立体交差化（踏切除却など） 

・交通結節点整備（駅または駅前広場など） 

・電線類の地中化（電線共同溝など） 

○ 

費 

用 

対 

効 

果 

の 

分 

析 

に 

つ 

い 

て 

 

＊ 

費 

用 

便 

益 

B/C 

＊ 

効
果
の
項
目 

う
ち
貨
幣
換
算
す
る
項
目
《
Ｂ
》 

・走行時間短縮便益 

道路の整備・改良が行われない場合の総走行時間費用から、道路の整備・
改良が行われる場合の総走行時間費用を減じた差 

・走行経費減少便益 

道路の整備・改良が行われない場合の走行経費から、道路の整備・改良が
行われる場合の走行経費を減じた差 

・交通事故減少便益 

道路の整備・改良が行われない場合の交通事故による社会的損失から、道

路の整備・改良が行われる場合の交通事故による社会的損失を減じた差 

そ
の
他
項
目 

 

費
用
《
Ｃ
》
の
算
定 

費用の算定＝道路整備に要する事業費＋維持管理に要する費用 

ここで、道路整備に要する事業費とは工事費、用地費、補償費、間接経費である。 

費用及び便益の前提 

 ・検討年数：５０年（道路施設の耐用年数等を考慮して設定） 

 ・基準年次：評価時点 

 ・社会的割引：４％（国債等の実質利回りを参考値として設定） 

費
用
便
益
比
の 

基
準 

 

費用便益比（Ｂ／Ｃ）が１．０以上 
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平成２９年度 再評価実施箇所（附図） 

                                                                       担当課〔 都市整備課 〕 

番   号 ７ 
 事 業 名 

 (路線･河川名等)      

街路事業 

（都市計画道路 新土岐津線） 

事業実施  

箇    所 

土岐市泉町久尻字西本町
ときしいずみちょうくじりあざにしほんまち

～ 

      同市
ど う し

字
あざ

新土岐津西町
し ん と き つ に し ま ち

地内 
事 業 主 体 岐阜県 

採択年度 平成２５年度 完了予定年度 平成３４年(事業認可：平成３４年度) 

 再評価の実施基準 事業着手年度から５年間が経過した時点で継続中の事業（経過措置） 

 事業目的  

（都)新土岐津線は、土岐市の中心部に位置する延長約950ｍの都市計画道路であり、土岐市駅と土岐

市南西部を結ぶ幹線道路として都市計画決定されている。当該地区は土岐市の「中心的商業地」であり、

土岐市の都市計画マスタープランでは、本路線は公共交通の結節点機能を有する道路として、市街地環

境の魅力・利便性を高め、市の玄関口にふさわしい中枢性の高い都市空間の形成を促進する路線として

位置づけられている。前後区間は既に完成しており、本事業は残り４１１ｍ区間の整備による安全で円

滑な交通及び快適な歩行空間の確保、災害時に有効に機能するネットワークの確保を目的としている。 

 事業概要  

計画延長 Ｌ＝４１１ｍ 

計画幅員 Ｗ＝１６．０ｍ（３．００ｍ×２車線 両側３．５０ｍ歩道設置） 

 概 要 図  
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事業再評価 

岐阜県都市整備課 

都市計画道路 
新土岐津線 

平成２９年８月 
4



政策との位置付け 

長期構想における政策の方向性に沿って、地域と協働し、個性や資源
を活かした『住みたい、訪れたい、魅力あふれるまちづくり』を目標
とする。 

都市機能の集約化、円滑な都市交通の確保など、人口減少時代に対応
した拠点性の高い、にぎわいあふれるまちづくりを進める。 

○都市の道路交通の円滑化 

 ・都市の骨格を形成する街路事業の推進 

○拠点性の高い都市の形成 

 ・都市機能の集約化を図る市街地整備への支援 

 ・地域の特性を生かした個性あふれるまちづくりへの支援 

主要施策 

5



位 置 図 

(C)岐阜県 

(主)多治見恵那線

土岐市駅

土岐市役所

土岐JCT

土岐IC

五斗蒔SIC

1km
(一)肥田下石線

土岐南 
多治見IC 

土岐プラズマ 
リサーチパーク※ 

五斗蒔 
SIC 

土岐市消防本部 

整備区間 

 

L=411m 

新土岐津線 

整備状況 凡例 

事業区間 

改良済区間 

都市計画道路 新土岐津線 

L=950m 

都市計画道路 新土岐津線について 

  路線延長    ： 0.95km 

  改良率      ：  56.7% 

  ＊平成29年3月末 時点 

岐阜県 

当該箇所 

6



19 

写真① 改良済区間（起点部周辺） 

(C)岐阜県 

写真② 本事業区間（未改良） 

路線の概要 

■本事業区間の前後は平成27年度までに2車線改良を実施しており、本事業の早期完了に 
  よる全線供用が強く望まれている。（一部は土岐市施行） 
■にぎわい・活気にあふれた中心市街地の形成を目指し、現在、土岐市が駅前広場整備を 
  実施しており、駅 への主要なアクセス軸となる本路線の整備が望まれている。 

事業区間 

改良済区間 

ＪＲ土岐市駅 

駅前広場整備事業 

（市施行） 

7



事 業 概 要 

◆起 終 点：土岐市泉町久尻字西本町～同市字新土岐津西町 

◆全体延長：４１１ｍ 

◆総事業費：約２４億円 

◆事業着手：平成２５年度 

◆完成予定：平成３４年度 

◆幅  員：車道３．００m×２車線、歩道３．５０m（両側） 

◆道路規格：第４種２級 

 

 
16.0 

3.5 3.5 1.5 1.5 3.0 3.0 
（歩道） （歩道） （車道） （車道） 

標準横断図 

  と  き   しいずみちょう くじり  あざにし ほん まち あざ しん と  き   つ  にしまち 
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周辺環境① 都市計画 

○JR土岐市駅周辺地区の課題 

 現在のJR土岐市駅周辺は住居併用の小規模 

店舗・事業所や戸建住宅を主としており、郊外型 

の大規模商業施設の進出とともにまちの活力が 

低下している。 

◆土岐市都市計画マスタープランでの位置付け 

○対応策 

 ・JR土岐市駅を中心とした中心的商業地及び 

  近隣商業地において、商業機能をはじめとした 

  都市機能の充実・強化を図る。 

 ・その周辺に拡がる一般住宅地において、 

  まちなか居住を促進し、中心市街地の活力を 

  回復する。 

○本路線の位置付け 

 整備の推進により、市街地環境の魅力・利便性を 

高め、中心市街地の活力の源泉となる定住人口の 

増加を図る。 

※土岐市都市計画マスタープラン(H25.12)より 

大規模商業施設 

整備区間 

9



周辺環境② その他 

◆周辺環境の課題 

(主)多治見恵那線

土岐市駅

土岐市役所

土岐JCT

土岐IC

五斗蒔SIC

1km
(一)肥田下石線

JR土岐市駅 

土岐市役所 

土岐商業 
高等学校 

泉中学校 
泉小学校 

事業区間 

改良済区間 

泉中学区 

県道武並土岐多治見線 
現状：交通量14,100台/日 
     混雑度1.17 

通学状況（未改良区間） 

朝夕通勤時の混雑状況 

■土岐商の生徒220人が自転車で通行しているが、歩道が未整備であり、車両との接触事故も発生している 
  ため、「土岐市通学路安全プログラム」において、道路の拡幅及び歩車分離等の対策要望箇所となってい 
  る。 
■本路線の南側に並行する（一）武並土岐多治見線は、朝夕の通勤時間を中心に混雑しており、本路線の 
  整備による交通の転換が求めれている。 

道路の拡幅と歩車分離により 

歩行者の安全性を確保 
交通の転換により現状の交通渋滞を
解消 

10



(主)多治見恵那線

土岐市駅

土岐市役所

土岐JCT

土岐IC

五斗蒔SIC

1km
(一)肥田下石線

事 業 の 目 的 ① 

◆円滑な交通環境の創出 

■（都）新土岐津線は、駅を中心に商業・業務施設や住居が混在した既成市街地において、広
域的な幹線道路と交通結節点をつないで東西交通を支え、市街地の交通の円滑化を図る
重要な路線である。 

整備区間 

 

L=411m 

(C)岐阜県 

土岐南 
多治見IC 

土岐プラズマ 
リサーチパーク※ 

五斗蒔 
SIC 

※土岐プラズマリサーチパーク 

 恵まれた交通アクセスを活かし、商業団地、住宅団地など
を整備し、快適で高機能な街づくりを進めている。 
 商業団地：土岐プレミアム・アウトレットやテラスゲート土岐 
         が立地し、多くの人でにぎわいを見せている。 
 住宅団地：現在200世帯以上が居住し、新たに100区画以 
         上の区画が販売されている。 

【整備区間】交通量変化 
現状 交通量：2,900台/日 混雑度：1.00 
 
将来 交通量：8,600台/日 混雑度：0.70 

土岐市消防本部 

【県道武並土岐多治見線】交通量変化 
現状 交通量：14,100台/日 混雑度：1.17 
 
将来 交通量：11,500台/日 混雑度：0.96 

11



事 業 の 目 的 ② 

◆中心市街地の活性化 

■当路線に並行する（一）武並土岐多治見線は、朝夕の通勤時間を中心に道路が混雑しており、対策が急務。 
■円滑な自動車交通と安全で快適な歩行空間の確保により、交通結節点であるJR土岐市駅周辺の市街地 
  環境の魅力・利便性を高め、定住人口の増加と中心市街地のにぎわい創出に資する。 

写真①朝夕通勤時の混雑状況 

(C)岐阜県 500m 

土岐市駅 

土岐市役所 

県道武並土岐多治見線の交通量変化 
現状 交通量14,100台/日 混雑度：1.17 
 
将来 交通量11,500台/日 混雑度：0.96 

整備区間 

19 
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交通事故発生箇所 

（平成21年以降） 

事 業 の 目 的 ③ 

◆安全で快適な歩行空間の確保 

■当区間は歩行者・自転車利用者が多く通行するが、狭小で歩車分離が図られていないため 
  事故も繰り返し発生しており、早急な整備が求められている。 
■本工区の整備により、連続した歩道を確保し、安全で快適な歩行空間を形成する。 

土岐市駅 

(C)岐阜県 200m 

平成22年 

平成22年 

平成21年 

平成22年 

平成26年 

写真① 通学する歩行者の状況 

写真② 通学する自転車の状況 

19 

整備区間 

◆整備区間周辺における交通事故発生箇所 
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事 業 の 目 的 ④ 

◆災害時に有効に機能するネットワークの確保 

■（都）新土岐津線は第２次緊急輸送道路に指定されている。 
■当区間が整備されることで、第１次緊急輸送道路である国道19号へのアクセス 
  向上が図られる。 

【第2次緊急輸送道路ネットワーク】 
第1次緊急輸送道路と市区町村役場、主要な
防災拠点を連絡し、地域内の緊急輸送を担う
道路 

＜主要な防災拠点＞ 

行政機関、ヘリポート、災害医療拠点等 

1km 

H 

H 
19 

土岐市役所 

第1次緊急輸送道路 

第2次緊急輸送道路 

市町庁舎（第2次防災拠点） 
消防 

防災拠点（道の駅） 
国土交通省関係（道路管理） 
河川防災拠点 

広域防災拠点 

災害医療拠点 

ヘリポート H 

整備区間 

土岐市立総合病院 

14



費 用 対 効 果 分 析 

事業の効果 

 ●走行時間短縮便益 ・・・・・・ 効果全体の約 ９９％ 

  

投資的効果率 

総便益（Ｂ） 

総費用（Ｃ） 
＝１．２ 

※費用便益分析マニュアル（国土交通省Ｈ20.11）に基づき算出 

前回評価時 
（Ｈ２４年度） 

１．２ 
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事業の進捗状況 

全体進捗率 42％※ 

写真① 

(C)岐阜県 100m 

写真③ 

写真② 

用地補償進捗率 42％※ 工事進捗率 12％※ 

※平成28年度末事業費ベース 

事業区間 

改良済区間 

19 
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コスト縮減や代替案の可能性 

◆現場発生土の有効活用による処分費縮減 

■本事業に伴う発生土（約1,750m3）を他事業の盛土に用いて有効活用することによ
り、残土処理費を削減。 

工事で発生した土 他事業の盛土に 

有効活用 

掘削 

1,664m3 － 
盛土 

91m3 ÷0.9＝ 
残土 

1748m3 

残土 

1748m3 × 
処理単価 

2,000円/m3 ×1.6＝ 
残土処分費 

約559万円 （諸経費） 
17



環境への配慮① 

◆ＬＥＤ照明の採用による環境への配慮 

■長寿命かつ低消費電力であるＬＥＤ照明を採用。 
■従来の照明灯に比べ環境負荷を低減。 

照明灯に 

LED照明を採用 

18



環境面への配慮② 

◆排水性舗装(車道)と透水性舗装(歩道)の使用 

■排水性舗装(車道) 

 ・車両の走行に伴う騒音を低減 

 （ハイドロプレーニング減少の防止、水しぶき等の緩和・視認性の向上にもつながる） 

■透水性舗装(歩道) 

 ・雨水が直接地中内部に浸透 → 地下水の涵養 

不透水層 

不透水層 不透水層 

透水層 

透水層 

透水層 

通常舗装 透水性舗装
(歩道) 

排水性舗装 
(車道) 

表層 

基層 

路盤 

排出 

排出 

浸
透 

浸
透 

浸
透 
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対応方針（案） 

○都市計画道路新土岐津線の完成は、土岐市
中心地のにぎわいあふれるまちづくりに大きく
寄与する。 

＝事業継続＝ 

○地元住民及び関係市町からの事業の継続、
早期完成の強い要望がある。 
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平成２９年度 再評価実施箇所（附図） 

                                                                       担当課〔 都市整備課 〕 

番   号 ８ 
 事 業 名 

 (路線･河川名等)      

街路事業 

（都市計画道路 神田神戸線） 

事業実施  

箇    所 

大垣市
お お が き し

宿地
しゅくじ

町
ちょう

～ 

       同市
ど う し

笠縫町
かさぬいちょう

地内 
事 業 主 体 岐阜県 

採択年度 平成２５年度 完了予定年度 平成３２年(事業認可：平成２９年度) 

 再評価の実施基準 事業着手年度から５年間が経過した時点で継続中の事業（経過措置） 

 事業目的  

（都)神田神戸線は、大垣市役所前から西濃北部の神戸町を繋ぐ延長約5,780ｍの都市計画道路であ

り、各地域を連携し、地域間の宴会津な移動を支える幹線道路として都市計画決定されている。本事業

での整備区間である国道２１号との交差点（河間交差点）では、慢性的な交通渋滞が発生し、岐阜県の

主要渋滞箇所となっている。また、当該交差点は県内有数の交通事故多発箇所であり、変則交差点の解

消による交通の円滑化が求められている。当該事業はこのうち大垣市宿地町～同市笠縫町地内の約１５

２ｍ区間を２車線改良するものであり、交通の円滑化、安全な歩行空間の確保、大垣市内各地や周辺市

町との連携強化を図ることを目的としている。 

 事業概要  

計画延長 Ｌ＝１５２ｍ 

計画幅員 Ｗ＝２０．０ｍ（３．２５ｍ×２車線 両側４．７５ｍ歩道設置） 

 概 要 図  
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都市計画道路 神田神戸線 

河間工区 

平成２９年８月 

都市建築部 都市整備課 

事業再評価 

道路改築事業  

22



政策との位置付け 

長期構想における政策の方向性に沿って、地域と協働し、個性や資源
を活かした『住みたい、訪れたい、魅力あふれるまちづくり』を目標
とする。 

都市機能の集約化、円滑な都市交通の確保など、人口減少時代に対応
した拠点性の高い、にぎわいあふれるまちづくりを進める。 

○都市の道路交通の円滑化 

 ・都市の骨格を形成する街路事業の推進 

○拠点性の高い都市の形成 

 ・都市機能の集約化を図る市街地整備への支援 

 ・地域の特性を生かした個性あふれるまちづくりへの支援 

主要施策 

23



位 置 図 ① 

都市計画道路 神田神戸線について 

  路線延長        ： 5.78km 

  改良率         ：  49.8% 

  ＊平成29年3月末 時点 

Ｎ 

【整備状況】 

概成済区間 
事業区間 
未改良区間 

都市計画道路 神田神戸線 
延長：５．７８ｋｍ 

河間工区 
延長：１５２ｍ 

起点：大垣市神田町１丁目 

終点：安八郡神戸町前田字村前 

258 

21 

21 

417 

417 

大垣西ＩＣ 

（大野神戸ＩＣ） 

至 揖斐川町 

至 桑名市 

至 

岐
阜
市 

至 

米
原
市 

(C) 岐阜県 ※括弧書きのIC名は仮称 
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位 置 図 ② 

Ｎ 

都市計画道路 神田神戸線 
河間工区 

延長：１５２ｍ 

大垣西IC 

258 

21 21 

417 

417 

至 池田町 

至 桑名市 

至 

岐
阜
市 

至 

米
原
市 

至 養老町 

J
R

東
海

道
本

線
 

(C) 岐阜県 

【整備状況】 

概成済区間 
事業区間 
未改良区間 

北大垣駅 
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路 線 の 概 要 

一般国道（直轄） 

主要地方道 

一般県道 

事業区間 

一般国道（県管理） Ｎ 

至 

岐
阜
市 

至 

関
ヶ
原
町 

写
真

③
 

写
真

②
 

(C) 岐阜県 

至 池田町 

至 羽島市 

21 

写真② 

写真③ 

■南側は平成23年度までに2車線改良を実施している。 

■北側は用地を既に取得しており、本事業の早期完了による交差点改良が 

 強く望まれている。 

写真① 
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事 業 概 要  

標準横断図 

起 終 点：大垣市宿地町 ～ 大垣市笠縫町 

全体延長：１５２ｍ   

総事業費：約８．１億円     

事業着手：平成２５年度   

完成予定：平成３２年度   

幅  員：車道      ３．２５ｍ×２車線 
    ：自転車歩行者道 ４．７５ｍ（両側） 

道路規格：第４種１級 

おお がき  しゅく じ おお がき   かさ ぬい 
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周辺環境 都市計画の状況 

◆都市計画マスタープランにおける当該路線の位置付け 

■（都）神田神戸線は、市内における円滑な交通処理と、周辺市町を連携 

  する幹線道路として位置付けられている。 

■高規格道路や一般国道と連携し、都市内の幹線軸を担う道路。 

○（都）神田神戸線の都市計画の位置づけ 【将来都市構造図】 

出典：大垣市都市計画マスタープラン（素案） 

整備区間 
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事 業 の 目 的 ① 

■南北方向は河間交差点を先頭に、朝夕を中心に渋滞が発生。 

■河間交差点周辺は慢性的に混雑しており、地域の主要渋滞区間に指定。 

■交差点形状の単純化と適切な右折長の確保、赤坂垂井線等へのアクセスルート変更により、混雑の 

 緩和に寄与。 

活力：南北方向の交通円滑化 

整備前 整備後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

至 大垣駅 

至 

岐
阜
市 

至 

米
原
市 

至 神戸町 

21 

417 417 

21 

（
都

）
神

田
神

戸
線

 

（
都

）
神

田
神

戸
線

 

至 池田町 

至 大垣駅 

至 

岐
阜
市 

至 神戸町 至 池田町 

右折滞留長 
L=15m 右折滞留長 

L=30m 

【H22年道路交通センサス】 
交通量：19,895台/日 
平均旅行速度：16.4km/h 

【将来交通量推計】 
交通量：11,186台/日 
平均旅行速度：24.3km/h 

至 

米
原
市 
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事 業 の 目 的 ② 

■河間交差点は毎年、岐阜県内交通事故多発箇所に挙げられている。 

■変則的な交差点形状により複雑な交通流が発生、事故発生の一因。 

■当該工区の整備により、安全性を向上し、快適な交通環境を形成。 

安心・安全：変則交差点の解消による安全性の向上 

Ｎ 

至 

岐
阜
市 

至 

米
原
市 

○平成27年中の交通事故多発箇所ワースト10 

出典：岐阜県警察 

都市計画道路 神田神戸線 
河間工区 

延長：１５２ｍ 

21 

(C) 岐阜県 

順位 
路線 

番号 
交差点名 住所 

事故 

件数 

1 21号 茜部中島 岐阜市茜部中島3丁目 69件 

2 21号 穂積中原 瑞穂市穂積 53件 

3 21号 茜部本郷 岐阜市茜部本郷3丁目 52件 

4 21号 河間 大垣市中野町2丁目 47件 

5 21号 薮田 岐阜市江添1丁目 45件 

6 21号 楽田町 大垣市楽田町1丁目 44件 

7 (主)23号 長良大橋西 大垣市墨俣町墨俣 44件 

8 21号 茜部中島3 岐阜市茜部中島3丁目 42件 

9 156号 入舟町5 岐阜市北一色3丁目 42件 

10 258号 禾森 大垣市南頬町1丁目 41件 

河間交差点 

417 

【河間交差点における交通事故の特徴】 

幹線道路が斜めに交差し、直近には国道へ流入
する市道があり、追突事故を中心に各種事故が
多発した。 
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事 業 の 目 的 ③ 

安心・安全：歩行者・自転車の安全確保 

○現道区間の道路状況（歩道未整備） 

写真② 

（主）大垣一宮線 

写真① 

歩道が整備されておらず 
路肩を通行する状況 

■（都）神田神戸線及び国道４１７号の現道は歩道がなく、特に整備区間は
北小学校の通学路であるが、歩行者は路肩通行を余儀なくされている。 

■両側歩道の整備により歩行者・自転車の安全な通行空間を確保。 

21 

Ｎ 

至 羽島市 

至 

米
原
市 

(C) 岐阜県 

417 都市計画道路 神田神戸線 
河間工区 

延長：１５２ｍ 

大垣市立北小学校 

（
一

）
大

垣
大

野
線

 

           通学路 
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費 用 対 効 果 分 析 

  投資的効果率 

事業の効果 

 ●走行時間短縮便益 ･･････ 効果全体の約77％ 

 ●走行経費減少便益 ･･････ 効果全体の約21％ 

 ●交通事故減少便益 ･･････ 効果全体の約 2％ 

総便益（Ｂ） 

総費用（Ｃ） 
＝ １．５ 

※費用便益分析マニュアル（国土交通省H20.11）に基づき算出 
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事業を巡る社会経済情勢等の変化 

◆周辺道路の整備における広域ネットワークの形成 

■東海環状自動車道の新規区間開通に向け、ＩＣアクセス道路の整備が進行中。 

■ＩＣ周辺は交通の利便性に優れた産業誘致拠点として、土地利用が進められている。 

■南北連携軸の強化は、周辺企業の物流を支援して生産性の向上に寄与する。 

○工場等の立地例 

事業所Ａ 

事業所Ｂ 

Ｎ 

大垣西IC 

（大野神戸IC） 

（糸貫IC） 

※（）書きのIC名は仮称 

神戸町 

大野町 

本巣市 

池田町 

瑞穂市 

岐阜市 

丈六道工区 
延長：860m 

事業中 

平野庄橋工区 
延長：750m 

4車線化整備済 

宗慶温井Ⅰ期工区 
延長：2,360m 

4車線化整備済 

宗慶温井Ⅱ期工区 
延長：2,240m 

事業中 

至 

関
ヶ
原
町 至 

各
務
原
市 

至 揖斐川町 

(C) 岐阜県 

本巣市役所 
真正分庁舎 

瑞穂市役所 

北方町役場 

神戸町役場 

大野町役場 

池田町役場 

（主）岐阜関ヶ原線：４車線化事業区間 

大垣西IC ～ 大野神戸IC 
平成３１年度 

２車線開通予定 

※東海環状自動車道の整備進捗は 
  岐阜県公表の路線図による 

整備区間 

（都）神田神戸線 
将来的な事業位置 

     工業立地 事業所Ａ 

事業所Ｂ 

大垣駅 
33



進 捗 状 況 

工事進捗率 ０％※ 

※ 平成28年度末事業費ベース 

用地補償進捗率０％※ 全体進捗率 ４％※ 

（うち用地取得進捗率 ０％） 

一般国道（直轄） 

主要地方道 

事業区間 

一般国道（県管理） 

Ｎ 都市計画道路 神田神戸線 
河間工区 

延長：１５２ｍ 

至 

岐
阜
市 

至 

関
ヶ
原
町 

起
点 

大
垣
市
宿
地
町 

終
点 

大
垣
市
笠
縫
町 

(C) 岐阜県 

至 池田町 

至 羽島市 

21 

写真③ 写真① 写真② 

34



コ ス ト 縮 減 の 取 り 組 み 

◆新設橋梁の構造形式の比較検討 

■当該工区起点部の水門川に架かる橋梁を計画。 

■３種類の構造形式を検討して、経済性に優れるＢＯＸカルバート案を採用。 

Ｎ 

21 

(C) 岐阜県 

417 

新設橋梁 
設置箇所 

PCプレテンション 

方式スラブ桁橋 
合成床版橋 BOXカルバート 

桁断面図 

概要 
・一般的な形式 

・分割施工が可能 
・形鋼とコンクリートの
合成構造 

・コンクリート体積が
小さい 

コスト ７４百万円 ８３百万円 ３６百万円 

その他 
・実績の多い構造 

・現場工期は短い 

・現場施工が多少 

 長くなる 

・現場施工が短い 

評価 ○ ○ ◎ 

工事費 
１３．２％削減 

橋梁 
７４百万円 

ＢＯＸカルバート 
３６百万円 － ＝ 

コスト縮減 
３８百万円 35



環 境 面 へ の 配 慮 ① 

◆ＬＥＤ照明の採用 

■超寿命かつ低消費電力であるＬＥＤを道路照明に採用 

■従来の照明灯に比べ環境負荷を低減 

照明灯に 

LED照明を採用 
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環 境 面 へ の 配 慮 ② 

◆排水性舗装(車道)と透水性舗装(歩道)の使用 

■排水性舗装(車道) 

 ・車両の走行に伴う騒音を低減 

 （ハイドロプレーニング減少の防止、水しぶき等の緩和・視認性の向上にもつながる） 

■透水性舗装(歩道) 

 ・雨水が直接地中内部に浸透 → 地下水の涵養 

不透水層 

不透水層 不透水層 

透水層 

透水層 

透水層 

通常舗装 透水性舗装
(歩道) 

排水性舗装 
(車道) 

表層 

基層 

路盤 

排出 

排出 

浸
透 

浸
透 

浸
透 
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今 後 の 方 針 

＝事業継続＝ 

○都市計画道路 神田神戸線 河間工区は、交
通の円滑化、交通事故の減少、歩行者・自転
車の安全性確保などに大きく寄与する。 

○交通事故も多く、地元住民及び関係市町から
事業の継続、早期完成の強い要望がある。 
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